
1 

 

令和４年（２０２２年） 

定期総会資料 
＜８月２８日（日）午前 11 時～ ・鹿児島ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ＞ 

 

会次第 

総 会 

１ 開会 

２ 支部長あいさつ        支 部 長     宮原 俊郎 

３ 校友会の近況報告       校友会本部副会長  豊原 秀和 様     

４ 総会議長選出 

 

５ 議事 

（１） 令和元年度～３年度会務報告 

（２） 令和元年度～３年度収支決算の報告 

（３） 令和元年度～３年度収支決算の監査報告 

（４） 令和４年度事業計画（案） 

（５） 令和４年度収支予算（案） 

（６） 役員改選 

（７） その他 

 

６ 議長退任 

 

７ 閉会 

 

 

東京農業大学校友会鹿児島県支部 
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令和元年度会務報告 

１ 支部総会の開催 

総会は５０名の参加を得て、ホテルパレスイン鹿児島で８月３１日に開催しました。 

講演では、「農大生受け入れに始まる地域おこし～本土最南端で光る東京農大マインド」 

と題して、梅木涼子氏（平成４年・国際農業開発学科卒・福岡県出身）から、南大隅合

宿を契機に南大隅町で就農し、南大隅町のことを「他者を受け入れ、地域という土壌を

耕す素晴らしさがある。」と述べておられ、現在、NPO 法人「風と土の学び舎」の理事

長として、その活動範囲を更に広げていることのお話しがありました。 

総会では、宮原支部長あいさつの後、蓑茂壽太郎常任理事からの校友会の、髙橋新平教

授から大学の近況報告があり、来年４月完成予定の新研究棟の紹介もありました。 

議事では、平成３０年度会務報告・収支決算・監査報告並びに令和元年度事業計画・収

支予算・役員改選など全ての議案が原案通り承認されました。 

その後の懇親会では、県支部恒例の醸造学科校友の方々のご協力による芋・黒糖焼酎の

農大酒場も設けられ、かねて飲む機会の少ない銘柄を堪能しながら、和やかに開催する

ことができました。 

  また、総会に先立って、蓑茂壽太郎常任理事、髙橋新平教授にもご出席頂き、教職員部

会を開催しました。髙橋教授より「地域後継者推薦入試」が「キャリアデザイン AO 式

入試」「高校で学んだ実践スキル AO 入試」へと変更になった点をご説明頂き、今後の

教職員部会の活動方針等について意見交換しました。  

 

２ 令和元年度九州ブロック会議 

令和元年１１月１６日、佐賀市で開催され、宮原支部長及び勝目幹事が出席しました。 

   

３ 令和元年度校友会通常総会 

通常総会は、５月２４日世田谷キャンパス横井講堂で開かれ、宮原支部長、廣森副支部

長が出席しました。総会では「平成３０年度事業報告並びに決算報告、令和元年度事業

計画と収支予算」等の議案すべてが承認されました。 

また、昨年度にスタートした「箱根駅伝への道 one コイン募金」事業の創設と実績など

が報告され、総会後、会場に陸上競技部の小指監督を招き募金の贈呈式も行われました。 

 

４ 令和元年度校友会全国支部長会議 

支部長会議は、令和２年２月２１日世田谷キャンパスで開催され、宮原支部長が出席し

ました。 
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５ 役員会の開催 

令和２年３月１５日、マリンパレスかごしまで開催し、宮原支部長より、令和元年度九

州ブロック会議（令和元年１１月１６日・佐賀市で開催）の報告、並びに令和元年度全

国支部長会議（２月２１日開催）において、各ブロックから意見・要望等のあった事項

に対する大学・校友会からの回答について報告を受けました。 また、２年度の県支部

総会の開催地及び日時について協議し、鹿屋市で開催することを決定しました。（１５

名出席） 

令和２年度会務報告 

１ 支部総会の開催 

８月２９日開催予定の総会は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止しました。 

  （支部長・副支部長・幹事長・事務局長協議により、決定し、校友会本部のホームペー 

  ジ各支部の活動欄に総会中止をアップ） 

 

２ 九州ブロック会議はコロナウイルス感染症拡大により中止されました。 

 

３ 会員へ新年のあいさつ状送付 

総会を開催できなかったことから、会員へ支部長からの年賀状を発送した。（４２８名

へ発送し、内１４名が宛所不明） 

 

４ 令和２年度校友会通常総会 

新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、総会議案書を全国の全代議員に送付し、 

書面での意思表示により議決が行われました。（議決日８月２０日） 

 

５ 令和２年度校友会全国支部長会議 

  対面開催は中止し、幹事県において報告・提案事項を書面で取りまとめを行い、本部に

報告を行った。本部は全体を整理し、本部への提案事項に対する回答と併せて支部へ送

付し、大学への提案については、書面で大学に提出を行った。 

 

６ 役員会の開催 

令和３年３月２１日、「マリンパレスかごしま」で、宮原支部長外１３名の役員が出席

して開催しました。 

令和元年・２年度の会務報告及び収支決算については、原案通り承認されました。  

次に、令和３年度事業計画の審議では「総会の開催を例年通り、鹿児島市において８月

に開催する方向で計画を進めるが、新型コロナウイルス感染症の状況等を考慮して最

終判断を役員会で決定する。」ことと了承されました。 
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その他、出された意見として、地域後継者推薦制度の復活やスポーツ部（駅伝部）の強

化を行って欲しいといった要望が出されました。 

令和３年度会務報告 

１ 支部総会の開催 

校友会本部から各支部長・幹事長宛てに、５月１２日付けで発出された「新型コロナウ

イルスの感染再拡大に伴う今後の対応について」の中で支部総会など大人数の会合は

自粛するよう要請があったこと。また、本県もこの時期「まん延防止等重点措置の適用

を受けたことから、支部長、副支部長との協議の上総会を中止しました。 

 

２ 九州ブロック会議は、コロナウイルス感染症拡大により中止されました。 

 

３ 会員へ新年のあいさつ状送付 

総会を開催できなかったこと等による音信不通を防ぐため、会員へ支部長からの年賀

状を発送した。（４１１名へ発送し、内１２名が宛所不明、３名は喪中につき発送しな

かった。） 

 

４ 令和３年度校友会通常総会 

  対面開催は中止し、書面議決によって開催されました。（議決日６月３０日） 

 

５ 令和３年度校友会全国支部長会議は、コロナウイルス感染症拡大により中止されまし

た。  

 

６ 役員会の開催 

令和４年３月１３日、「マリンパレスかごしま」で、宮原支部長外１２名の役員が出席

して開催しました。 

宮原支部長挨拶の後、令和３年度会務報告の中では、総会を開催できなかった事などに

よる音信不通を防ぐため、会員へ支部長名で年賀状を発送し、現在４０３名の方への連

絡が可能であることが報告されました。その他、収支決算報告もあり原案通り承認され

ました。 

  次に４年度の事業計画では、総会の開催について審議し、「例年通り、鹿児島市におい 

  て８月下旬の２８日（日）に開催する方向で準備を進める。（開始時間は午後４時～２ 

時間程度で、会場を選定し、感染対策の検討等を行う。）また、開催に当たっては、新 

型コロナウイルス感染症の感染状況や校友会本部の対応等を考慮して開催の可否につ 

いて判断する。」ということで意見が一致しました。 

  その他、会員の近況報告や入試制度の情報等についても意見を交換しました。 
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令和元年・２年度決算の報告 

収入の部 

科 目 元年度予算額 元～２年度決算額 増   減 備      考 

繰越金 ２４０，１００ ２４０，１００       ０ 前年度繰越金 

会 費 １９０，０００ １８２，０００ △８，０００  91 人×2,000 円 

交付金 １５０，０００ ２００，０００ ５０，０００ 校友会・大学からの交付金 

総会負担金 ２２９，０００ ２４４，０００ １５，０００ 49 人 

寄付金 ２０，０００ ２０，０００ ０  大学・校友会から 

雑収入   ２        ３       １   預金利子 

合 計 ８２９，１０２ ８８６，１０３ ５７，００１  

 

 

 

支出の部 

科 目 元年度予算額 元～２年度決算額 増    減 備       考 

総会費 ３０３，０００ ３２４，２００ ２１，２００ 8/31 開催の総会・懇親会費、 

役員会費 １３８，０００  １１０，０４３ △２７，９５７ 会場使用料、交通費補助 

通信費 ８０，０００ ４０，９２８ △３９，０７２ 案内郵送料、会費払込料金 

活動費 ２３８，０００ １１２，６６０ △１２５，３４０ 九ブロ・全国会議補助 

印刷費 １３，０００ ２，０２１ △１０，９７９ ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ代 

事務費 １５，０００ １５，０００        ０ 事務局費 

雑 費 ４２，１０２   ２０，８４３ △２１，２５９ 女子ﾎｯｹｰ部へ果物贈呈、 

合 計 ８２９，１０２ ６２５，６９５ △２０３，４０７  

（収入）８８６，１０３－（支出）６２５，６９５＝２６０，４０８（収支残高） 

今年度収支残高２６０，４０８円は、令和３年度へ繰越しとします。 
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令和３年度決算の報告 

 

収入の部                     

科  目 ３年度決算額 備                    考 

繰 越 金 ２６０，４０８ 前年度繰越金 

会  費       ０  

交 付 金 １１０，０００ 総会開催交付金(60,000 円)支部代議員割(30,000 円)定額助成費(20，000 円 

総会負担金       ０  

寄 付 金      ０  

雑 収 入   ２ 預金利子 

合  計 ３７０，４１０  

 

 

 

支出の部 

科   目 ３年度決算額 備                   考 

総 会 費       ０  

役 員 会 費 ６１，２５０ 令和 4 年 3 月 13 開催の会場使用料、お茶菓子代、交通費補助 

通 信 費 ２８，０７５ 年賀はがき(411 枚)、役員会案内文郵送料(切手代) 

活 動 費       ０  

印 刷 費 ２，０２０ ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ代 

事 務 費      ０  

雑  費 ２７，９３０ 物故者への生花代、封筒代 

合  計 １１９，２７５  

（収入）３７０，４１０－（支出）１１９，２７５＝２５１，１３５（収支残高） 

今年度収支残高２５１，１３５円は、令和４年度へ繰越しとします。 
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令和４年度事業計画（案） 

１ 令和４年度校友会通常総会 

  通常総会は、７月１日世田谷キャンパス横井講堂で３年ぶりに対面式で、各都道府県支 

部代議員の代表１人の出席で開催され、当支部からは宮原支部長が出席しました。 

 

２ 役員会の充実 

役員会を充実し、校友会活動の中心として、その責任が果たせるよう努力する。 

 

３ 支部総会への参加を広げる 

年１回の総会への参加を広げ、校友の親睦、大学の発展に寄与する。そのために、総会

の在り方についても、会員の声を大事にし、よりよい総会となるよう努力する。 

これまで鹿児島市で開催していた総会を来年度は、鹿屋市で開催し、今後の開催場所選

定の参考にする。 

 

４ 卒業生の就職対策の推進 

地元へ帰って就職を希望する卒業生の支援のため、支部長委嘱による「就職相談員」を

引き続き設置する。 

 

５ 入学生対策の推進 

鹿児島から東京農業大学への入学を希望する高校生等に対して、教職員部会を中心に

新たな入試制度の活用を進める。 

 

６ 九州ブロック会議・校友会全国支部長会議・通常総会への参加による交流と情報交換を

進める。 

 

７「箱根駅伝への道 one コイン募金」へ協力する。 

 

８ 仮称「農大マルシェかごしま」の開催に向けて、時期や出店可能イベント等について役

員会で協議を進める。また、開催に当たっては費用の一部を補助する。 

 

９ その他必要な活動は、役員会で協議して取り組む。 
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令和４年度収支予算（案） 

収入の部 

科 目 ３年度決算額 ４年度予算額 増 減 備 考 

繰越金 ２６０，４０８ ２５１，１３５ △９，２７３ 前年度繰越金 

会費       ０ １９０，０００ １９０，０００ ９５人×２，０００ 

交付金 １１０，０００ １１０，０００       ０ 校友会からの交付金 

総会負担金       ０ ５０，０００ ５０，０００ ２５人 

寄付金      ０ １０，０００  １０，０００ 校友会からの寄付 

雑収入       ２  ２       ０ 預金利子 

合 計 ３７０，４１０ ６１１，１３７ ２４０，７２７  

 

支出の部 

科 目 ３年度決算額 ４年度予算額 増 減 備 考 

総会費       ０ １８５，０００ １８５，０００ 総会開催経費・昼食会費 

役員会費  ６１，２５０ １５６，０００   ９４，７５０ 会場使用料・.交通費補助 

通信費 ２８，０７５ ８０，０００ ５１，９２５  案内郵送料・会費払込料金 

活動費       ０ １２６，０００ １２６，０００ 九ブロ・全国会議補助 

印刷費 ２，０２０ １１，０００    ８，９８０  ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ代 

事務費      ０ １５，０００ １５，０００ 事務局費 

雑 費  ２７，９３０ ３８，１３７ １０，２０７ 封筒など消耗品 

合 計 １１９，２７５ ６１１，１３７ ４９１，８６２  

役員会の交通費補助は、市内１，０００円、市外２，０００円、離島５，０００円とする。 

活動費は、県外補助で、１回２０，０００円、九州ブロック会議は実費。 
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 東京農業大学校友会鹿児島県支部会則 

 

 （目 的） 

第１条 本会は会員相互の親睦を図り、母校と社会の発展に努力することを目

的とする。 

 （名 称） 

第２条 本会の名称は、東京農業大学校友会鹿児島県支部と称する。 

 （事務所） 

第３条 本会の事務所は、鹿児島市の事務局長宅とする。 

 （会 員） 

第４条 本会会員は、正会員及び賛助会員とする。 

   １ 正会員は東京農業大学を卒業又は修了したもの。 

   ２ 賛助会員は東京農業大学に関係があり、この会の趣旨に賛同するも 

    の。 

 （事 業） 

第５条 本会は第１条の目的を達成するため下記の事業を行う。 

１ 母校との連絡、懇談会、講演会、各会合の開催。 

２ 会員相互の親睦を図るための催し。 

３ その他、本会の目的達成に必要な事業。 

 （会 議） 

第６条 本会の会議は次のとおりとする。 

   １ 総会 

   ２ 役員会 

（１）総会は本会の最高機関にして毎年 1回開催する。但し、必要があ

る場合は臨時に開催することができる。 

（２）役員会は必要に応じて開催する。 

 （役 員） 

第７条 本会に下記役員を置く。 

   １ 顧  問  若干名 

   ２ 支 部 長  １ 名 

   ３ 副支部長  若干名  

   ４ 幹 事 長  １ 名  幹 事  若干名 

   ５ 事務局長  １ 名 

   ６ 会  計  １ 名（事務局長が兼ねる） 

   ７ 会計監事  幹事のうちより 2名の兼務 
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 （役員の任期） 

第８条 役員の任期は２ヶ年とする。但し、再任は妨げない。 

 （経 費） 

第９条 本会は下記の経費をもってあてる。 

   １ 会  費   年間２,０００円  

   ２ 特別会費   必要に応じてその都度徴収する。 

   ３ 賛 助 金 

   ４ 寄 付 金 

 （会計年度） 

第 10 条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

 （会計報告） 

第 11 条 本会の会計は毎年総会において報告する。 

  （その他） 

第 12 条 本会の運営に関し、本規約に定めのない事項は別に役員会で決め

る。    

 

           附  則 

    この会則は、昭和５６年１月１７日から施行する。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





卒業年 役　職 氏　　　名 郵便番号 住　　　所 自宅電話番号 備　　　考

Ｓ５８ 支部長 宮原　俊郎 南九州市

Ｓ３９ 副支部長 北森　孝男 鹿児島市

Ｓ４３ 副支部長 諸木　逸郎 曽於郡大崎町

Ｓ４７ 副支部長    廣森　徹 鹿児島市

Ｓ５３ 副支部長 有村　勝則 鹿児島市

　　Ｓ５１　　 幹事長 前村　格治 鹿児島市 事務局長兼務

Ｓ３８ 　　幹事　　　　山元　吉信 鹿児島市

Ｓ４４ 幹事 澤山　岩重 指宿市

Ｓ５２ 幹事 松下　豊和 指宿市

Ｓ５３ 幹事 上野　克弥 南さつま市

 Ｓ４４　 　幹事　　　　石走　豊稔 薩摩川内市

Ｓ５１ 　幹事　　　　船橋　修一 出水市

  　Ｈ ７　　　幹事　　　　  森重　真 薩摩川内市

Ｓ４７ 　幹事 川尻　達志 垂水市

　 Ｓ５９　 　幹事　　　　　　松相　巧 肝属郡肝付町

　　Ｈ15　 　幹事　　　　　   勝目　千里　　 曽於市末吉町

Ｓ４４ 　幹事　　　　　   西　　　毅 姶良市

Ｓ４６ 　幹事　　　　　    谷口　明　　　　 姶良市

Ｓ４６ 　幹事　　　　　堂免　文良 姶良市

Ｓ６０ 　幹事　　　 乾　眞一郎 大島郡徳之島町

東京農業大学校友会鹿児島県支部役員(案）

代議員は、宮原支部長外、廣森、有村両副支部長とします。


